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―「新建築 住宅特集」を資料として―
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抄録：本研究は，周辺環境との関係性に特徴が見られる 2000 年代以降の住宅建築における立
面について資料整理したものである．対象は，資料が十分に得られた 2006 年から 2012 年ま
でに，「新建築 住宅特集」の「作品」欄に掲載された住宅建築のうち，配置図，平面図，立
面図，断面図があり，道路境界側の立面に開口部の表現がある 80 作品，立面図 95 面である．
整理内容は，対象作品の資料番号，研究資料データ，道路境界側に面する部屋名と開口の大
きさ，配置図，立面図，アクソメ図である．これらの研究資料が，住宅設計における立面の
構成を考える際のデータベースになるほか，事例相互の比較をすることで，設計主題のキー
ワードを抽出し，建築家の意図を明らかにする手助けとなると考える．
キーワード：住宅建築，立面，開口，部屋名
Analyzing Documents on the Elevation of Recent Residential Construction Works
―From “SHINKENCHIKU JUTAKUTOKUSYU”―
Mayo Sasajima1), Shinya Kaneko2), Hisao Habuka3)
1) Graduate student, Graduate School of Design, Sapporo City University
2) School of Design, Sapporo City University
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Abstract: In this research, we organized information on elevation plan of residential
construction since 2000s which is related to surrounding environment. There are 95 elevation
plans for 80 recent residential construction works, which were selected from the articles
featured in the WORKS column in SHINKENCHIKU JUTAKUTOKUSYU published
between 2006 and 2012. For these works, openings were designed on the elevation surfaces
facing the road, and layout plans, ground plans, elevation plans, and sectional plans were
prepared. The contents of the information included the resource number of the works,
research material data, size of the openings and room names of the sides facing the road,
layout plans, elevation plans, and isometric plans. We believe that this organized information
will be data of the elevation. Also, by using research materials, we make case comparison and
distill design intent. Therefore this organized information will be helpful when we make clear
architect’s intent.
Keywords: Residential construction, Elevation, Opening, Room name
1 ．はじめに
日本の住宅建築における立面は，建築表現とし
ての役割を担う．建築家の早川邦彦は，「穿たれ
た開口は，壁をはさんだふたつの世界の通路とし
て多岐にわたる意味を象徴的に表示する1)．」と主
張し，穿たれた開口によって，さまざまな要素が
内部空間と外部空間を行き来するとしている．山
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下和正の「顔の家(図 1 )注1)」
や毛綱毅曠の「反住器(図
2 )注2)」，安藤忠雄の「住吉
の長屋(図 3 )注3)」など，特
徴的な立面をもつ住宅建築
からも，住宅建築の立面が
建築表現の一部となってい
ることがわかる．
また，環境要素を調整す
る役割を担う立面もある．
立面に開口が穿たれること
で，外部空間の音，風，人
の視線などが内部空間に侵
入する．外部空間も，開口
部による内部機能の表出に
よって町並みの一部が作ら
れることから，開口部の形
態や大きさが住宅建築の内
部空間と外部空間に影響を
与えているといえる．
加えて，社会との関係を
調整する役割としての立面
がある．山本理顕は，「病
巣は住宅の内側にある．そ
して住宅とその住宅の外側との関係にある2)．」と
主張し，地域社会と場所性から考える住宅建築の
あり方を提案している．例えば，縁側のように道
路境界側に面して大きな開口をあけ，近所の人々
が集まることで，地域との関係を保つことができ
る．立面に穿たれる開口が，社会的影響力をもち
ながら内部空間と外部空間をつなぐといえる．こ
のように，住宅建築における道路境界側の立面は，
社会との関係を建築表現として，展開しようと試
みる建築家の設計意図を反映するものといえる．
このような視点から近年の住宅建築をみると，
寝室や子ども室など，プライベートな空間に大き
な開口を用いた部屋が見られる(図 4 )注4)．本来，
外部空間からの要素を最小限にする室が環境要素
の介入を許している．また，2000 年代以降の建築
思潮の文脈として周辺環境の読み解きが新たな建
築表現を展開している注5)．このことから，多様な
建築表現を展開する立面を調査する上で，外部空
間と内部空間の環境要素の往来や，人の視線によ
る，見る，見られるの関係性を捉える上で，開口
部と部屋の機能の関係が重要であると考える．
本研究は，近年の住宅建築を対象とし，開口部
と部屋の機能からみた立面の資料を整理すること
を目的とする．近年の住宅建築の道路境界側の立
面を研究資料として整理したものはみられず，こ
れらを研究資料として整理した図は，住宅設計に
おける立面の構成を考える際のデータベースにな
ると考える．また，事例相互の比較をすることで，
設計主題のキーワードを抽出し，建築家の意図を
明らかにする手助けとなる．このような視点か
ら，今後の住宅建築を考察することで，立面の表
現を展開する一助となると考える注6)．
2 ．資料について
研究資料の対象は，「新建築 住宅特集注7)」から，
各月の特集記事によって分析結果に偏りが起こる
のを防ぐため，「作品」欄に掲載されている住宅の
みを選出した．
周辺環境との関係性に特徴が見られる 2000 年
代以降の住宅建築の立面から，資料が十分に得ら
れた 2006～2012 年度注8) までに掲載された 679 作
品を対象とし，平面図，立面図，断面図，配置図
が掲載され，都市部に建てられた専用住宅 80 作
品を選出した．さらに，外部空間と内部空間との
要素の往来が顕著であると考えられる道路境界側
の立面図から 95 面を研究資料注9) とした．なお，
1 作品に対象となる立面図が 1 立面掲載されてい
る作品は 65 作品， 2 立面掲載されている作品は
15 作品あり，それぞれの立面図について研究資料
を整理した．
3 ．整理内容
80 作品，95 面の研究資料は，以下の 6 つの観点
から整理した注10)．
① 資料番号
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図 1 顔の家
図 2 反住器
図 3 住吉の長屋
図 4 プライベートな部屋に大きな開口をもつ例
資料番号は「新建築 住宅特集」誌に掲載され
た年月と頁を表記する．
新建築住宅特集－年月．頁(同作品から複数面，
選出されている場合は頁の後ろに番号)の順で
表記する．
② 研究資料データ
「新建築 住宅特集」の作品詳細欄に掲載され
ている情報を参考に，⑴作品名，⑵設計者，⑶
対象立面の方角，⑷主要用途，⑸所在地，⑹規
模，⑺敷地面積，⑻建築面積と建蔽率および許
容値，⑼延べ床面積と容積率および許容値を表
記する．
③ 道路境界側に面する部屋名と開口の大きさ
内部空間と外部空間の関係性を読み解くため，
道路境界側に面する立面の部屋名とそれに対応
する開口の大きさを表記する．「大」は部屋の
立面が，開口であり，壁面に対する開口の割合
が大きいことを示す．「中」は部屋の立面が，半
分程度開口であり，壁面に対する開口の割合が
同程度であることを示す．「小」は壁面に対し
て，開口の割合が小さいことを示す．「―」は部
屋の立面に，開口が無い状態を示す．
④ 配置図
研究資料の配置図と，対象とした道路境界側の
立面の位置を表記する．
⑤ 対象立面図
研究資料の立面図を表記する．
⑥アクソメ図
③で表記した道路境界側に面する部屋名と開口
の大きさの関係性を示すために，アクソメ図に
して表記した．各部屋をひとつのボリュームと
してとらえ，開口の大きさを表記し，部屋を単
位とした立面の模式化を行った(図 5 )注11)．
4 ．部屋名と開口部の関係
道路境界側に配置されている住宅内部の機能を
部屋名からとらえると，以下の 5 つに分類するこ
とができる．
a．「家族だんらんのスペース」：ダイニングや家
族室，居間，食堂，和室など．
b．「住宅内部でプライバシーをもつスペース」：
寝室や子供室，個室など．
c．「部屋と部屋をつなぐスペース」：階段やエン
トランス，廊下，アプローチなど．
d．「一時滞在するスペース」：トイレや浴室，納
戸など．
e．「外の余暇スペース」：室内テラスやデッキな
ど．
道路境界側に面する部屋名と開口の大きさをみ
てみると，a～e は「大」，「中」，「小」の開口が設
けられ，開口のない部屋もみられた．a は 41/134
部屋が「大」，29/134 部屋が「中」，37/134 部屋が
「小」の開口を設け，27/134 部屋に開口がなかっ
た．b は 30/145 部屋が「大」，24/145 部屋が「中」，
53/145 が「小」の開口を設け，38/145 部屋に開口
がなかった．c は 19/86 部屋が「大」， 4 /86 部屋
が「中」，15/86 が「小」の開口を設け，48/86 部
屋に開口がなかった．d は 14/157 部屋が「大」，
4 /157 部屋が「中」，50/157 が「小」の開口を設
け，89/157 部屋に開口がなかった．e は 1 /35 部
屋が「大」，1 /35 部屋が「中」，5 /35 が「小」の
開口を設け，28/35 部屋に開口がなかった．
人々の滞在が長く，内部空間と外部空間のさま
ざまな要素がより顕著に行き来すると考えられる
a と b に着目した．アクソメ図から a と b の組み
合わせをみると，a とその他の c，d，e で構成さ
れた事例は 16 作品，b とその他の c，d，e で構成
された事例は 15 作品，a と b が含まれている事
例は 62 作品，a と b を含まず，c，d，e のみで構
成された事例は 2 作品あった．
5 ．まとめ
本研究は，近年の住宅建築の立面図を対象に，
開口部と部屋の機能の関係から，95 面を研究資料
として整理した．
居間のように，住宅内部の部屋の中でも，外部
空間との接点が強いといえる部屋では，大きな開
口をもつ事例もあるが，小さな開口をもつ事例も
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図 5 部屋を単位とした立面の模式化
あった．寝室や個室など，プライバシーを尊重さ
れる部屋や浴室などの一時的に使用する部屋にお
いても，大きな開口をもつ事例がみられた．この
ことから，住宅内部の生活が開口部の大きさの関
係と，機能的に対応するものだけではないことが
明らかとなった．
注
注 1 )10+1web site: Photo Archives 五十嵐太郎 Photo
Archives129 京都．
http://10plus1.jp/photo-archives/129/album.php?
c = 7&i = 1
上記のホームページからダウンロードした画像を
参考に制作している．
注 2 )戦後日本住宅伝説―挑発する家・内省する家，
新建築社，東京，p.98，2014
上記ページの左端写真を参考に制作している．
注 3 )戦後日本住宅伝説―挑発する家・内省する家，
新建築社，東京，p.137，2014
上記ページの写真を参考に制作している．
注 4 )新建築 住宅特集，新建築社，東京，pp.126-131，
2008
上記ページの写真と立面図を新建築社からの許可
を得て掲載している．
注 5 )「空所」「環境」「集積」「混交」「地形」という
キーワードのもと，若手建築家がそれぞれの 21 世
紀の社会にむけた建築のあり方，空間の提示を
行った．
ギャラリー間：空間から状況へ．TOTO 出版，東
京，2001
注 6 )道路境界側に面する立面の部屋名と開口の大き
さの関係性について，下記の論文にまとめた．笹
島麻代，金子晋也，那須聖：機能ヴォリュームと開
口の構成からみた現代日本の住宅建築のファサー
ドの性格．日本建築学会大会学術講演梗概集(近
畿)，pp.733-734，2014.9
注 7 )「新建築 住宅特集」は新建築社から 1985 年 5
月季刊誌として創刊し，1986 年 5 月より月刊誌と
なった．毎月 10 数件の新しい住宅建築を掲載し，
現代のジャーナリズムの中で代表的な住宅専門誌
の一つと考えられる．
注 8 )「新建築 住宅特集」のうち，本学に所蔵され，
一年間で発刊される全号が保管されているのは
2006 年～2012 年の 7 年間であり，それらを研究資
料として扱ったところ，十分な資料を得る事がで
きた．
注 9 )新建築 住宅特集，新建築社，東京，2006 年 1
月～2012 年 12 月までの 84 冊のうち，研究対象と
なった 80 作品，95 面について立面図，配置図を掲
載している．図面は，新建築社からの許可を得て
掲載している．
注 10)80 作品，95 面分の研究資料については，図 6 ～
図 100 を参照． 2 立面を有している作品は，図 6 ，
7 ．図 14，15．図 25，26．図 29，30．図 32，33．
図 64，47．図 49，50．図 60，61．図 71，72．図
74，75．図 78，79．図 81，82．図 84，85．図 97，
98．図 99，100．の 15 作品，30 面である．
注 11)新建築 住宅特集，新建築社，東京，p.90，2006
上記ページの立面図を新建築社からの許可を得て
掲載している．
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